
第49 回 大 会〕

I Ea －2

食　　物

卵巣摘出骨粗素症モデルラットの骨代謝に対する豆乳ペプチドの効果
日本女大家政

○麻見直美　江渾郁子

《目的》近年、nｼｳﾑ(Ca) 代謝に影響をおよぼす素材として^ °りﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞが注目され

ている。我々はこれまでの本学会において、豆乳が骨代謝改善に効果的であること

を報告(家政誌vol.44.549-554) し､ 豆乳中の ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞにその作用があることを示唆し

た。そこで本研究では、豆乳をﾌﾟﾛﾃｱｰ ｾﾞで分解して得られた豆乳ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ(M.W.ZOOO

～3000)を用い、その骨代謝に対する効果を比較検討した。　《方法》本研究では。

６週齢SD系雌ﾗｯﾄ32匹を使用した。動物には卵巣摘出術を施し、低Ca食(O.OIX Ca,

0.35; P)で29日間飼育した後、いずれも0.3X Ca, 0.3!ll Pを含みｶｾﾞｲﾝのみをN 源と

する]μ【I-ﾙの(C) 群と、N源の３割を豆乳粉末におきかえたS圏群、Ｎ源の１割を豆

乳ぺﾌﾟﾁﾄ 粉末におきかえたSBHP- 1 群､0.4割をおきかえたSBHP-0.4 群の計４群に分

け28日間飼育した。解剖時に左右大腿骨、脛骨､腰椎を摘出し、DXA法による骨密度測

定および骨破断試験を行った。　《 結果》Ｃ群に比べ、SBM群･SBMP-  1群･SBMP-0.4

群のいずれの群も　①海綿骨主体の腰椎骨密度、脛骨近位部骨密度、および皮質骨

主体の脛骨骨幹部骨密度において有意な高値を示た。　②大腿骨破断力、および破

断ｴﾈﾙrｰ において有意な増強あるいは増強傾向を示した。以上より、豆乳成分が骨

代謝に有効であることが確認された。さらにﾌﾟﾛﾃｱｰ ｾﾞ処理して得られた豆乳ぺﾌﾟﾁﾄﾞ

も骨代謝改善に有効であることが示唆された。豆乳成分の消化過程での変化につい

ても考慮し、さらに詳細な検討が必要と考えられる。
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《目的》骨粗粗症および骨折の予防を図ることは､ますます高齢化の進む社会における健康

管理上､極めて重要な課題である。とくに骨量減少が急速である閉経期においては､生活習慣

と関連づけた骨量減少予防策の必要性が示唆される。そこで本研究では加齢および閉経によ

る骨量減少の推移､さらには日常生活因子との関連を明らかにすることを目的とし､骨密度

と食生活および運動習慣について検討した。《対象･方法》東京都文京区保健所における節

目検診受診者のうち骨密度測定を行った健常女性357名(45歳群53名､50歳群60名､55歳群80

名､60歳群76名､65歳群88名)を対象とし､腰椎骨密度(DXA法)､躇骨骨密度(SXA法)、体脂肪率

m 法)､骨吸収ﾏｰｶｰとして尿中遊離型Deoxypyridinoline(ELISA 法)､体力の指標の１つと考

えられる握力の測定､および食事記録による主な栄養素摂取状況調査､ｱﾝｹｰﾄ による生活習慣

等の調査を実施し､それぞれ年代別に検討した。《 結果･考察》腰椎および鍾骨骨密度ぱいず

れも加齢と共に顕著に減少し､とくに閉経直後期にあたる55歳以降は閉経前に比し有意な低

値を示した。尿中D-Pyrは閉経後において閉経前に比し有意な高値を示し､閉経期および閉経

後における骨吸収の充進状態を反映していることが示唆された。握力は加齢と共に有意な減

少を示した。栄養素摂取状況は鉄､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ以外は充足されていたものの年代別にみると高齢

層ほどよく摂取されている傾向であった。運動習慣と骨密度との関連については腰椎､腫骨

とも運動群の方が高い骨密度を有しており､その傾向は鍾骨においてより顕著であった。以

上より､閉経周辺期の健常女性における骨密度減少の推移が明らかとなり､各年代に応じた、

特に閉経期における生活習慣も含めた具体的な骨量減少予防策の重要性が示唆された。
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